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北海道の施策の３つの柱

エネルギー デジタル 食

本道の特性を最大限活かし、脱炭素化・デジタル化・食料安全保障の
３つの分野で日本全体に大きく貢献

※ ゼロカーボン北海道は、エネルギー分野に加え、分野横断的な取組
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ゼロカーボン北海道の実現に向けたポテンシャル

洋上風力発電・送電ケーブル

再エネの「供給」と「活用」の両輪で、ゼロカーボン北海道を強力に推進

200万kW先行整備
(最大400万kW)

90万kW
→120万kW 200万kW～

最大400万kW

直流送電

再エネのポテンシャルが全国随一

 道内５海域の全てが、洋上風力発電の
「有望区域*」にステップアップ
（*３段階中２段階目）

 送電ケーブルは、2030年度までに整備

洋上風力発電

５海域
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ゼロカーボン北海道を加速させる取組 ①

北海道データセンターパーク

「北海道データセンターパーク」によるＤＸ・ＧＸの一体的推進と
海外ネットワーク接続によるデジタル・通信のハブ化

デジタル・通信のハブ

北海道拠点と海外
拠点の連携強化

北極海海底ケーブル
３つの集積と好循環を目指す

再エネデータセンター

ＤＣを利用する
デジタル関連企業

デジタル関連人材

インフラ

企業 人

6



ゼロカーボン北海道を加速させる取組 ②

最先端・最高水準の半導体を活用した、ＧＸ・省エネ・脱炭素化

次世代半導体

2025年に試作ライン ⇒ 2020年代後半に量産開始
7



ゼロカーボン北海道による投資機会の創出

洋上風力発電 半導体関連

ＣＯ2吸収源 スマート農業

出典：Monarch TractorのYoutube

水素製造

再エネデータセンター

「ゼロカーボン北海道」の加速による、関連投資の創出

様々な民間によるグリーン投資（一例）
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「 ゼロカーボン北海道 」が創る地域の未来


